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照として同齢無処置の雄マウスにも同数の原虫を投与し

た．

観察：攻撃後30日間マウスの生死の状況を観察し，そ

れ以上生残したもので、腹水の貯留例では直接，また見

かけ上正常なマウスでは約３ｍlの滅菌生理食塩水を注

入後，腹水を採取し，原虫の有無を検索した．

ＴＷＣﾉio"zo,,ａｓ九α"ｓ由来のribosomeにFreund，s

completeadjuvant（FCA）を添加し，マウスを免疫し

た場合，TJbez1Jsの致死感染に対し強い特異抵抗性を

示した．この実験の対照であるＦＣＡのみによる処置

群においても．致死感染に非特異的に抵抗する個体がみ

られた（岡ら，１９６７ａ,ｂ，1970)．しかし，ＦＣＡの代

りにFreund，sincompleteadjuvant（FIA）で処置し

た場合には,非特異的抵抗は全く得られなかった．ＦＣＡ

の非特異的効果は，ＢＣＧ感作動物が示す細胞内寄生細

菌に対する抵抗(武谷ら，１９７３ａ,ｂ)，あるいは抗腫瘍

作用（ＢａｌｄｗｉｎａｎｄＰｉｍｍ，１９７３；徳永ら，1973）と類

似するように考えられる．

我々はadjuvantの非特異的効果を分析する意図か

ら，ＦＣＡ及びＦＩＡのマウス腹腔内投与量のＴＪＭｚ`ｓ

致死感染に及ぼす影響を比較検討した．

結果

ＦＣＡ投与の結果：３．５×107個の原虫の感染によって，

無処置の対照群は平均生存日数6.5日で100％の死亡率を

示した（Tableｌ)．これに対して，ＦＣＡとｂｕｆｆｅｒ

のemulsionをマウス当たり0.1及び0.3ｍl投与した群

は14.3％(14匹中２匹)，０．５ｍl投与群では46.2％，０．７

ｍl投与群では半数が生残した（Tableｌ)．なお0.5ｍ’

及び０．７ｍl投与群において対照との間に有意差（p＜

0.05）が認められた．生残耐過したほとんどのマウスに

は腹腔中に原虫を認めなかったが，０．５ｍl投与群の生

残６例の内２例のみには原虫が観察された．死亡マウス

の平均生存日数は0.1,0.3,0.5及び0.7ｍl投与群それ

ぞれ9.5,8.7,7.1及び12.0日であった(Tableｌ)．

ＦＩＡ投与の結果：3.0×107原虫の感染では，無処置

の対照群においても21.4％（14匹中３匹）が生残した．

これに対して，emulsionO､１ｍl投与群は全例死亡し、

0.3,0.5及び０．７ｍl投与群ではそれぞれ28.6,14.3及

び21.4％が生残した（Tableｌ)．これらの生残マウスの

腹腔内にはＴ､/Ｍ"ｓ原虫は認められなかった．また，

死亡マウスの平均生存日数は，対照群，emulsionO､１，

０．３，０５及び０．７ｍl投与群それぞれ５．８，７．９，６．２，

材料と方法

供試動物：１７～189（１カ月齢)のｄｄＹ系マウスの雄

を使用した．

Adjuvant：ＦＣＡ及びＦＩＡ（共にDifco社製）はそ

れぞれ0.01Mphosphatebuffer,ｐＨ7.0と等量に混合

してemulsionとなし，マウス当たり０．１，０．３，０．５及

び０．７ｍlを腹腔内に注入した．各実験群は１２～14匹で

ある．

攻撃原虫と攻撃量：上記adjuvant投与３週間後，発

育上昇中期のＴ、/Ｍ"ｓを遠心集虫し，ＦＣＡ投与各

群には3.5×107個の原虫を，またＦＩＡ投与各群には

3.0×107個の原虫を腹腔内に投与した．これら実験の対
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ＦＣＡ投与実験における対照群が平均６．５日で全例死

亡したのに対して，ＦＩＡ投与実験の対照群は21.4％(１４

匹中３匹）が生残した(Tableｌ)．この切れ味の悪い結

果は，ＦＩＡ投与群及びその対照群に行った攻撃原虫数

の不足のためと考えられる．その理由として，他の実験

で少なくとも(3.5～4.0)×107個の原虫で攻撃しなけれ

ば100％致死が得難いことを経験している．

ＦＩＡ投与実験では，最終的な生残率とemulsion投

与量との間に比例関係はみられず(Tableｌ)，死亡経過

も各投与群と対照群との間に差異は認められない(Fig.

2)．このことは，単にＦＩＡのみを腹腔内に注入した場

合は，後のＴＪｂａｚ`ｓの攻撃に対し，宿主の防御反応

系に対応能力はできていないようにみえる．これに対し

て，ＦＣＡ投与は，emulsionの投与量の増加に伴って

生残率が上昇した．そして,ＦＩＡ投与群に比べて,ＦＣＡ

投与群では投与量の増加につれて生残日数も幾分延長し

た(Fig.１)．このことは，少なくとも０．５，１以上の投

与であれば，かなりの宿主がＴ・んezz`ｓに対して非特

6.7及び6.9日であった(Tableｌ)．

考察

Adjuvantは抗原をprotease等の酵素作用から保護

し，効率よくmacrophageに取り込ませて処理させる

等免疫保護剤として使われてきた．しかし，近年に至っ

て単に抗原の保護にとどまらず，adjuvantによって免

疫応答の反応系が刺激され，より能率よい反応が誘導さ

れると考えられる現象も示された(Muramatsu,1964)．

また，この現象には結核菌菌体成分が重要な役割を演じ

ていることが報告されている（武谷ら，1973ａ；徳永ら，

1973)．我々はマウス腹腔内に実験的に感染させたＴ・

んezz`ｓに対する感染防御機構の解明の過程で（岡ら，

1967ａ，ｂ，1970)，対照群としてadjuvantのみを腹腔

内に投入したマウスがかなりの割合で生残することを経

験した．そこで，ｄｄＹ系マウスを種々の量のＦＣＡま

たはＦＩＡで処理した後にＴ・んeZZ`ｓ生原虫で攻撃し，

生残率等を比較した．
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対照群との間に差異はみられなかった．また，観察期間

中に死亡したマウスの攻撃後の生存日数も，complete

adjuvant投与の場合やや延命がみられたが,incomplete

adjuvant投与では対照群とほとんど差異をみなかっ

た．

異的に抵抗性を獲得することを示している．また逆に，

FCAを導入した免疫実験において，ｄｄＹ系マウスを使

う場合は，adjuvantの量に注意する必要があることを

意味している．

ＦＩＡ投与マウスはＴ九ｃｍｓの攻撃に耐え得ない

が，ＦＣＡの投与はＴＪ/Ｍｚ`ｓに対し抵抗`性を与える．

この相違がＦＣＡに含まれるＢＣＧ成分以外に起因す

るとは考えられない．また，ＢＣＧとＴＪｂｅｍｓとの間

に交差免疫の成立した証拠はない．このような理由か

ら，ＢＣＧによって免疫系が刺激され，このことによっ

て腹腔内に侵入した原虫に抵抗する吠非特異的効果,’が

誘導されたと考えたい．ＦＣＡと共に免疫すると７２抗

体の産生が促進されること（AskonaseraL1965)，

ＦＩＡはhelperT細胞の作用の増強に役立ち，ＦＣＡは

Ｂ細胞と同時にＴ細胞を増殖させる可能性があること

(武谷ら，1973ｂ）等から，ＢＣＧによって増強されたあ

る種のＴ細胞若しくはmacrophageによって，Ｔ九e‐

、ｓに対する応答がより速やかに行われた結果と考える

ことができよう．

一方，岡ら(1967ｂ)のＣＦ＃１マウスを用いた実験で

は，ＦＣＡのｅｍｕｌｓｉｏｎＯ５ｍｌを腹腔に投与した場合，

TJbez"ｓ攻撃で全個体が死亡した．また，無処理の

ＣＦ＃１マウスは１．０×107原虫の攻撃でいずれの実験も

完全致死を示した(岡ら，1965)ことから，元来ｄｄＹ系

マウスはＣＦ#１マウスに比べて，免疫作動が敏感であ

り，ＢＣＧによってその感受性がより高められるものと

思われる．
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結 論

Freundのcompleteadjuvantまたはincomplete

adjuvantと０.O1Mphosphatebuffer，ｐＨ､7.0との等
量から成るemulsionをマウス当たり0.1,0.3,0.5及

び０．７ｍlずつ腹腔内に投与し，その後３週目にＴ"‐

cho"zo"α＄んα"ｓの致死的感染を施した．攻撃後３０

日間観察し，死亡経過及び生残率を比較した．その結

果，completeadjuvantでは投与量にほぼ比例して生残

率が高くなり，０．５，１以上のemulsion投与によって

ほぼ50％のマウスが生残し，対照との間に明らかに有意

差をみとめた．incompleteadjuvant投与では無処理の

（４）
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EFFECTS OF ADJUVANT ON INDUCTION OF PROTECTIVE REACTION

IN EXPERIMENTAL TRICHOMONIASIS IN MICE

Hiromi HAYASHI, Fujiro ISHIKAWA, Yoshikazu OKA

(Training School for Nurse Teachers, University of Tokushima, Tokushi?na)

Masato FURUYA, Yoshihiro ITO and Humio OSAKI

(Department of Parasitology, School of Medicine, University of Tokushima, Tokushima)

In our previous study, part of mice pretreated with Freund's complete adjuvant in

traperitoneally were able to conquer the challenge of lethal infection with Trichomonas foetus.

In the present report, an attempt was made to evaluate the influence of both complete

and incomplete adjuvants on induction of protection reaction in mice.

Male ddY mice, weighing 17 to 18 g, were given 0.1, 0.3, 0.5 or 0.7 ml of an emulsion

of complete or incomplete adjuvant with an equal volume of 0.01 M phosphate buffer, pH 7.0

intraperitoneally. After three weeks, the mice were challenged with (3.0~3.5) XlO7 T. foetus

intraperitoneally and observations were performed for 30 consecutive days.

Percent survival of mice given complete adjuvant was higher than that of nontreated

mice, while, that of mice given incomplete adjuvant was almost the same as that of nontreat

ed ones. Furthermore, an increase in percent survival was seen with increase in the amount

of complete adjuvant given in the pretreatment.

The above findings may suggest that the nonspecific protection activity against T. foetus

infections exhibited in mice is stimulated and enhanced by BCG in the adjuvant.




